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特別支援教育コーディネーター 

當間 健太 (なかよし学級担任) 

家庭や学校で特別な支援を必要とする子どもたちがいます 

 ＬＤ、ＡＤＨＤ、自閉症スペクトラム、高機能自閉症、アスペルガー症候群などの「発達障害」を

知っていますか。全般的な発達に遅れはないのですが、学習面や行動面で困難を示す子どもたちの

存在が明らかになってきました。 

 真面目に学習しているのに、文字を読むこと、書くこと、計算することが苦手。行動や感情をコン

トロールできずに、友だちとトラブルになってしまう。一定時間座って学習することが困難で、席

を離れたり、授業中に友だちにおしゃべりをしたりしてしまう。このような場合は家庭と学校が協

力して、子どもたちに手助けすることが大切です。いちばん困っているのは子ども自身です。よい

面に目を向け、励まし、満足して楽しく学校生活が送れるように一緒に支援の方法を考えていきま

しょう。      

 

就学支援の手続きが始まります 
 学校で、〝勉強がわからない〟〝よく注意される〟など困っているお子さんがいます。 

「がんばろう」という気持ちはあるけれど、できないことが続くと、だんだん困ったことが増えて

きます。「就学支援」は、困っていることの解決策として特別支援学級での学習を提案するものです。          

対象となる子どもの様子 

 

☆学力が思うように定着しない。  ☆極端に苦手な学習がある。☆興味があること以外は集中が難しい。  

☆すぐに、席を立つ。 ☆発音、吃音が気になる。 ☆忘れ物が多い ☆相手の気持ちを理解しにくい。 

 

就学支援の手続きの流れ（令和４年度在籍の就学支援） 

           

   校内委員会  

                   

      5月～6月     6月～7月上旬  6月～7月 

   馬天小学校では、就学支援が必要な子について校内委員会で 

話し合いを行います。その後、保護者面談などを通して、 

総合的に判断し来年度の就学を教育委員会に申請します。 

※毎年、継続の意思は担任が保護者に確認します。 

保護者との

面談 手続き 

保護者→ 担任、校長 

特別支援コーディネーターなど 

担任・その他先生→保護者 

 



令和４年度 馬天小学校の支援学級・通級指導教室の紹介 

馬天小学校の特別支援学級は、現在知的学級の「なかよし」が１クラス、自閉・情緒学級の「ハッ

ピー」が３クラスの計４クラス、25名の児童が在籍しています。また、今年度より通級指導教室「に

こにこ」が設置され、12名の児童がにこにこ教室で週に 1時間程度個別の学習を行っていきます。 

学級名 在籍 支援方法・内容 

なかよし ５名 
１年 １名 登校から下校まで、通常学級（交流学級）の児童と

共に過ごしますが、児童の実態に合わせて支援学級で

の過ごし方や時間を決めています。 

学習面では、個に応じた内容の学習を、個に応じた

スピードでなかよし学級にて学習し、教科によっては

交流学級で共同学習を行います。 

『自立活動』や『生活単元学習』などの学習にも取

り組むことで、自信や基礎的な学力を身につけ、将来

の自立社会参加に必要な力を身につけていきます。 

４年 ２名 

５年 ２名 

 

ハッピー１ 7 名 
1 年 1 名 登校から下校まで、通常学級（交流学級）の児童と

共に過ごしますが、児童の実態に合わせて支援学級で

の過ごし方や時間を決めています。 

学習面では、基本的には国語・算数の時間にハッピ

ーで落ち着いて、集中できる環境の中でゆっくり丁寧

に指導を行い、他の教科も児童の実態に合わせます。 

また、『自立活動』の時間に人との関わり方の学習や

自己表現の学習などを行い、他者との関わりや自分自

身に自信をもって生活できるような支援を行ってい

きます。 

3 年 3 名 

5 年 3 名 

ハッピー２ 6 名 
2 年 1 名 

５年 4 名 

6 年 １名 

ハッピー３ ７名 
４年 ４名 

６年 ３名 

にこにこ 

（通級指導教室） 

12名 
   今年度新たに設置されました。週に１時間（１コマ）

程度、にこにこ教室に通い担当の先生と実態に沿った

学習に取り組んでいきます。課題を補いながらもでき

ることをさらに伸ばしていくことを目指しています。 

※特別支援学級へ移籍後も毎年校内委員会で話し合い、保護者・児童の意向を確認しながら翌年の在籍

を決定していきます。又、発達検査を受けることによって児童の苦手とする分野を確認することができ

るため、学校生活や学習面での指導や支援に生かすこともできます。検査だけでも受けてみたい方もご

相談下さい。 

就学支援を希望される保護者の方、またどうしようか迷っている 

保護者の方は、できるだけ早めに担任または校長、教頭、養護教諭、 

特別支援教育コーディネーターまでご連絡ください。 

特別支援教育コーディネーター 當間 健太（なかよし学級担任）😊 

 


